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政
府
が
次
期
消
費
増
税
（
１９
年
１０
月
予
定
）
に
合
わ
せ
て
総
額
表
示
の
推
奨
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
食

品
メ
ー
カ
ー
が
反
発
を
強
め
て
い
る
。
今
月
７
日
に
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
が
税
別
表
示
の
恒
久
化
を
柱
と
す
る
要
請

文
書
を
茂
木
敏
充
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
提
出
し
た
の
に
呼
応
し
、
複
数
の
加
工
食
品
製
造
団
体
が
政
府
に
同
様

の
要
請
を
行
う
方
針
を
固
め
た
。
メ
ー
カ
ー
の
意
思
表
示
に
よ
り
、
価
格
表
示
を
巡
る
政
府
と
食
品
製
配
販
三
層
の

攻
防
は
一
段
と
激
し
さ
を
増
し
そ
う
だ
。

政
府
に
よ
る
総
額
表
示
の

推
奨
は
次
期
消
費
増
税
時
の

需
要
変
動
対
策
の
一
環
と
し

て
４
月
発
足
の
関
係
省
庁
会

議
（
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ

る
需
要
変
動
の
平
準
化
に
関

す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
で

実
施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
も

の
。
イ
ギ
リ
ス
型
の
内
税
表

記
に
よ
っ
て
増
税
に
対
す
る

消
費
者
の
過
敏
な
反
応
を
抑

制
す
る
の
が
狙
い
と
さ
れ

る
。こ

の
問
題
が
５
月
上
旬
か

ら
中
旬
に
か
け
て
本
紙
を
含

む
新
聞
各
紙
で
報
じ
ら
れ
る

と
、
現
行
の
税
別
表
示
を
高

く
評
価
す
る
食
品
流
通
業
界

は
一
斉
に
反
発
。
新
日
本
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
の

増
井
�
太
郎
副
会
長
は
同
月

２２
日
の
記
者
会
見
で
「
小
売

業
に
税
額
を
吸
収
さ
せ
て

（
消
費
者
の
）
税
負
担
を
薄

く
し
よ
う
と
い
う
思
惑
だ
。

本
件
に
関
し
て
は
各
ス
ー
パ

ー
団
体
も
�
ま
た
デ
フ
レ
に

引
き
込
む
の
か
�
と
い
う
見

解
で
一
致
し
て
い
る
と
思

う
」
と
述
べ
、
時
限
立
法

（
消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措

置
法
）
で
認
め
ら
れ
た
税
別

表
示
の
恒
久
化
に
向
け
、
他

団
体
と
の
連
携
に
乗
り
出
す

考
え
を
示
し
た
。

００
年
代
に
末
端
売
価
の
下

落
と
買
い
叩
き
を
誘
発
し
た

総
額
表
示
に
対
す
る
抵
抗
感

は
食
品
メ
ー
カ
ー
の
中
に
も

根
強
い
。
こ
の
た
め
、
政
府

の
動
き
が
明
ら
か
に
な
る

と
、
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
に

は
こ
の
問
題
へ
の
見
解
を
求

め
る
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
が
相
次
い
だ
。

こ
れ
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー

は
現
行
の
消
費
税
転
嫁
対
策

の
継
続
と
外
税
表
示
の
恒
久

化
を
柱
と
す
る
先
の
要
請
文

書
を
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
当

該
文
書
の
全
文
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
並
び
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
公
開
。
毎
年
こ
の
時
期

に
行
っ
て
い
る
流
通
８
団
体

へ
の
年
次
取
引
慣
行
実
態
調

査
報
告
と
合
わ
せ
、
総
額
表

示
問
題
に
関
す
る
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

政
府
が
予
定
す
る
需
要
変

動
対
策
の
中
に
は
、
先
の
時

限
立
法
で
禁
止
し
た
消
費
税

還
元
セ
ー
ル
の
解
禁
な
ど
も

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対

す
る
各
流
通
団
体
の
反
応
は

微
妙
に
異
な
る
よ
う
だ
が
、

「
外
税
表
示
の
恒
久
化
と
い

う
点
で
は
考
え
方
が
一
致
し

て
お
り
、
将
来
的
に
一
緒
に

（
要
請
活
動
に
）
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
と
い
う
団
体
も
あ

っ
た
」
（
食
品
産
業
セ
ン
タ

ー
企
画
調
査
部
長
・
武
石
徹

氏
）
と
い
う
。

セ
ン
タ
ー
が
い
ち
早
く
要

請
文
書
の
提
出
・
開
示
に
踏

み
切
っ
た
の
を
受
け
、
価
格

問
題
に
敏
感
な
複
数
の
加
工

食
品
製
造
団
体
も
主
体
的
な

要
請
を
行
う
方
針
を
固
め
、

内
部
調
整
を
進
め
て
い
る
と

い
う
。
こ
れ
ら
メ
ー
カ
ー
・

小
売
の
動
き
に
加
え
、
全
国

熱中症対策商品

……………………
きょうの主な内容

��～�� 熱中症対策商品特集
��～�� サラダ特集

暑い夏が予想され飲
料中心に需要活発
か。食品は多様化へ。

食
品
卸
団
体
の
日
本
加
工
食

品
卸
協
会
も
外
税
表
示
の
恒

久
化
を
継
続
的
に
求
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
事
態

打
開
に
向
け
て
食
品
製
配
販

全
層
の
足
並
み
が
揃
う
と
み

ら
れ
る
。

政
府
は
１５
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
経
済
財
政
基
本
方
針

（
通
称
「
骨
太
の
方
針
２
０

１
８
」
）
に
価
格
表
示
に
関

す
る
記
述
を
盛
り
込
む
こ
と

を
避
け
た
が
、
次
期
消
費
増

税
時
の
需
要
平
準
化
策
と
し

て
「
需
要
に
応
じ
て
事
業
者

の
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
よ
っ

て
価
格
の
設
定
が
自
由
に
行

わ
れ
る
こ
と
で
、
駆
け
込
み

需
要
・
反
動
減
が
抑
制
さ
れ

る
よ
う
、
そ
の
方
策
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
検
討
す
る
」

と
明
記
し
て
お
り
、
事
業
者

に
よ
る
増
税
額
の
吸
収
を
促

進
す
る
姿
勢
を
崩
し
て
い
な

い
。こ

れ
は
最
終
受
益
者
で
あ

る
消
費
者
に
よ
る
税
負
担
と

い
う
消
費
税
法
の
原
則
を
根

底
か
ら
覆
す
動
き
で
あ
り
、

こ
の
流
れ
の
中
で
総
額
表
示

が
復
活
し
た
場
合
、
表
示
価

格
の
上
昇
に
よ
る
消
費
減
退

と
そ
の
回
避
に
向
け
た
価
格

引
き
下
げ
が
長
期
化
す
る
の

は
必
定
だ
。
食
品
製
配
販
各

社
は
強
い
危
機
感
を
も
っ
て

政
府
の
動
向
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。

な
お
、
内
閣
官
房
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
消
費
税
率
引
上

げ
に
よ
る
需
要
変
動
の
平
準

化
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
」
の
ペ
ー
ジ
は
、
４
月
１３

日
の
第
１
回
開
催
報
告
を
最

後
に
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
缶
詰
び
ん
詰
レ
ト
ル

ト
食
品
協
会
が
ま
と
め
た
１７

年
（
１
～
１２
月
）
の
缶
詰
・

び
ん
詰
国
内
生
産
量
は
前
年

比
４
・
３
％
減
の
２
９
８
万

２
千
９
３
９
ｔ
（
４
億
８
千

４
３
０
万
箱
）
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
飲
料
を
除
い
た

一
般
食
料
缶
び
ん
詰
は
２
・

７
％
減
の
３０
万
６
千
２
０
０

ｔ
。
さ
ば
缶
な
ど
一
部
品
目

で
増
加
し
た
も
の
の
、
サ
ン

マ
等
の
水
揚
げ
減
少
や
農

産
、
果
実
の
原
料
難
、
コ
ス

ト
高
騰
で
国
内
生
産
量
の
減

少
が
続
い
て
い
る
。

飲
料
を
除
く
一
般
食
料
缶

（
丸
缶
）
は
２
・
８
％
減

（
２１
万
４
千
６
３
５
ｔ
）
。

箱
数
は
３
千
万
箱
を
割
り
込

ん
だ
。
主
要
品
目
で
は
、
野

菜
缶
が
０
・
４
％
増
と
前
年

を
上
回
っ
た
以
外
は
、
水

産
、
果
実
、
食
肉
、
調
理
・

特
殊
缶
が
軒
並
み
減
産
と
な

っ
た
。

水
産
缶
は
最
大
品
目
の
ま

ぐ
ろ
・
か
つ
お
類
（
ツ
ナ
）

が
５
％
減
（
３
万
３
千
９
４

５
ｔ
、
６
８
６
万
箱
）
。
ツ

ナ
缶
の
７
０
０
万
箱
割
れ
も

初
。
一
方
で
、
さ
ば
缶
は
５

％
増
（
３
万
８
千
９
７
７

ｔ
、
４
３
６
万
箱
）
。
さ
ば

は
水
揚
げ
状
況
が
安
定
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
健
康
志

向
で
需
要
が
拡
大
。
ト
ン
数

で
は
２
年
連
続
で
ツ
ナ
缶
を

上
回
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
水
揚
げ
が
好

調
だ
っ
た
い
わ
し
缶
が
１４
・

４
％
増
（
７４
万
箱
）
と
伸
長

し
た
が
、
さ
ん
ま
缶
１６
・
５

％
減
（
１
５
９
万
箱
）
、
か

に
１８
・
６
％

減

（

５５

万

箱
）
、
さ
け
１０
・
４
％
減

（
３１
万
箱
）
、
ほ
た
て
７
・

７
％
減
（
２３
万
箱
）
、
い
か

３０
％
減
（
１６
万
箱
）
、
赤
貝

４０
％
減
（
１１
万
箱
）
な
ど
、

主
力
魚
種
が
軒
並
み
不
漁
と

な
り
大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

た
。果

実
缶
は
、
み
か
ん
缶
が

０
・
９
％
減
（
９４
万
箱
）
。

前
年
の
２０
％
減
か
ら
の
回
復

が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
加

工
用
の
原
料
が
集
ま
ら
ず
減

産
傾
向
が
続
く
。
も
も
は
２

・
３
％
減
（
３２
万
箱
）
。

野
菜
缶
は
０
・
４
％
増
だ

が
、
前
年
が
１６
年
に
発
生
し

た
北
海
道
の
台
風
被
害
で
１７

％
減
の
大
減
産
だ
っ
た
だ
け

に
、
依
然
厳
し
い
状
況
が
続

く
。
最
大
品
目
の
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
は
１１
・
７
％
増
（
１

万
４
千
ｔ
、

１

４

３

万

箱
）
。
輸
入
原
料
を
使
用
し

た
リ
パ
ッ
ク
品
が
１３
％
増
と

伸
長
し
た
が
、
北
海
道
産
は

２
千
２
９
２
ｔ
（
６
％
増
）

と
、
台
風
被
害
の
発
生
前
の

２
割
程
度
の
生
産
量
と
な
っ

た
。
ゆ
で
あ
ず
き
は
５
・
４

％
減
（
１
４
０
万
箱
）
だ
っ

た
。そ

の
ほ
か
主
要
品
目
（
丸

缶
）
で
は
、
や
き
と
り
７
・

７
％
減
（
４８
万
箱
）
、
コ
ー

ン
ビ
ー
フ
１３
％
増
（
２３
万

箱
）
、
カ
レ
ー
０
・
１
％
増

（
２９
万
箱
）
、
ミ
ー
ト
ソ
ー

ス
０
・
１
％
増
（
６８
万
箱
）
、

ス
ー
プ
類
８
・
１
％
減
（
３

０
５
万
箱
）
な
ど
。
ス
ー
プ

類
の
大
半
を
占
め
る
コ
ー
ン

ス
ー
プ
等
の
ド
リ
ン
ク
は
５

％
増
と
堅
調
だ
っ
た
。

び
ん
詰
は
ジ
ャ
ム
４
・
３

％
減
（
６
２
４
万
箱
）
、
の

り
１１
・
８
％

減

（

６９

万

箱
）
、
え
の
き
茸
１４
・
９
％

減
（
８８
万
箱
）
、
ベ
ビ
ー
フ

ー
ド
１
・
９
％
増
（
７８
万

箱
）
な
ど
。
つ
ゆ
等
が
含
ま

れ
る
、
そ
の
他
調
理
・
特
殊

び
ん
は
１８
・
１
％
増
（
２
５

９
万
箱
）
だ
っ
た
。

飲
料
缶
で
は
最
大
品
目
の

コ
ー
ヒ
ー
が
４
・
１
％
減

（
３
億
６
千

５

７

２

万

箱
）
。
コ
ー
ヒ
ー
は
１６
年
に

０
・
９
％
増
と
回
復
し
た

後
、
再
び
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
。
ボ
ト
ル
缶
が
伸
長
し
て

い
る
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
等
の
増
加

や
シ
ョ
ー
ト
缶
の
減
少
が
響

い
た
。
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
は

１
・
３
％
増
（
２
６
７
万

箱
）
で
、
安
定
し
た
生
産
を

維
持
し
て
い
る
。

業
務
用
主
体
の
大
缶
は
た

け
の
こ
１４
・
２
％
減
（
２２
万

箱
）
、
も
も
６
・
９
％
減

（
１５
万
６
千
箱
）
、
み
か
ん

１３
・
２
％
増
（
１１
万
箱
）
、

く
り
２
・
５
％
減
（
２８
万

箱
）
、
ト
マ
ト
３１
・
３
％
減

（
９
万
３
千
箱
）
、
カ
レ
ー

１５
・
７
％
増
（
２
万
２
千

箱
）
な
ど
。

な
お
、
１７
年
の
缶
詰
輸
入

量
は
６９
万
ｔ
（
５
・
９
％

増
）
。
国
内
生
産
量
に
輸
入

を
加
え
、
輸
出
分
を
差
し
引

い
た
国
内
供
給
量
は
約
９９
万

ｔ
と
な
っ
た
。
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今
年
も
そ

う
め
ん
、
ひ

や
む
ぎ
の
季

節
が
や
っ
て

き
た
。
３
月

下
旬
頃
か
ら

気
温
が
上
昇

し
、
一
部
地
域
で
は
最
高

気
温
が
３０
度
近
く
に
達
す

る
日
も
あ
っ
た
今
年
の

春
。
量
販
店
の
売
場
展
開

も
早
く
、
久
し
ぶ
り
に
ス

タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
か
け

ら
れ
る
か
と
思
い
き
や
、

４
月
中
旬
以
降
、
乾
麺
日

和
と
は
言
い
難
い
天
候
が

続
い
て
い
る
▼
乾
麺
メ
ー

カ
ー
を
対
象
と
し
た
弊
社

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
、
１７
年
の
売
上
げ
が
前

年
並
み
以
上
を
確
保
し
た

の
は
約
６
割
、
利
益
で
は

約
８
割
が
達
成
し
た
。
た

だ
し
、
国
内
外
で
の
新
販

路
開
拓
、
高
付
加
価
値
商

品
の
開
発
・
販
売
強
化
な

ど
が
貢
献
し
て
お
り
、
既

存
商
品
を
既
存
取
引
先
へ

販
売
す
る
だ
け
で
は
ジ
リ

貧
だ
▼
最
近
は
新
た
な
切

り
口
で
の
商
品
開
発
も
盛

ん
だ
。
健
康
基
軸
商
品
は

無
塩
か
ら
始
ま
り
、
低
糖

質
、
全
粒
粉
、
乳
酸
菌
入

り
、
が
ご
め
昆
布
や
野
菜

粉
末
入
り
な
ど
バ
ラ
エ
テ

ィ
化
が
進
行
。
原
料
へ
の

こ
だ
わ
り
は
、
国
産
小
麦

使
用
か
ら
産
地
指
定
、
新

品
種
小
麦
使
用
な
ど
、
よ

り
差
別
化
で
き
る
原
料
を

使
っ
た
商
品
も
出
て
き
た

▼
乾
麺
日
和
に
あ
ま
り
恵

ま
れ
な
い
ま
ま
、
既
に
梅

雨
入
り
。
梅
雨
明
け
後
こ

そ
は
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

だ
が
、
今
年
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
か
。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
中
元
商

戦
が
好
調
だ
。
今
夏
の
ビ
ー

ル
ギ
フ
ト
市
場
は
前
年
比
９７

％
と
見
込
ま
れ
て
い
る
一
方

で
同
社
は
１
０
５
％
の
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。
１９
日
時
点

で
は
１
１
０
％

弱
で
推
移
し
て

お
り
、
特
に
ギ

フ
ト
限
定
商
品

「
ジ
ャ
パ
ン
ス

ペ
シ
ャ
ル
」
は

１
６
０
％
と
好

調
。
「
プ
レ
ミ

ア
ム
ビ
ー
ル
市

場
の
苦
戦
を
埋

め
、
さ
ら
に
そ
の
上
を
行
っ

て
い
る
」
（
倉
地
俊
典
広
域

営
業
本
部
長
）
と
胸
を
張

る
。「

ジ
ャ
パ
ン
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
好
調
の
要
因
と
し
て
倉

地
本
部
長
は
、
ギ
フ
ト
限
定

商
品
と
し
て
定
着
し
た
こ

と
、
３
人
の
女
優
を
起
用
し

た
広
告
が
浸
透
し
た
こ
と
を

挙
げ
る
。

同
社
も
プ
レ
ミ
ア
ム
ビ
ー

ル
は
約
６０
％
と
見
込
む
な
ど

苦
し
い
が
、
自
家
需
要
や

「
母
の
日
」
「
父
の
日
」
と

い
っ
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
ギ
フ
ト

は
４
０
０
％
を
見
込
ん
で
い

る
。
「
父
の
日
」
ギ
フ
ト
で

は
ビ
ー
ル
に
回
帰
す
る
傾
向

も
見
ら
れ
た
と
い
う
。

ビ
ー
ル
最
盛
期
を
前
に
し

て
「
こ
こ
数
年
、
夏
は
天
候

不
順
で
苦
戦
し
た
が
、
今
年

は
猛
暑
予
想
が
出
て
お
り
、

期
待
し
て
い
る
」
（
倉
地
本

部
長
）
と
話
し
て
い
る
。

１９
日
に
は
東
京
都
中
央
区

の
日
本
橋
三
越
本
店
中
元
ギ

フ
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
倉
地
本

部
長
や
同
社
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー

ル
の
朝
香
り
ほ
さ
ん
が
「
ジ

ャ
パ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の
サ

ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

�
�
�
�
�

（
左
か
ら
）
倉

地
本
部
長
、
浅

賀
真
日
本
橋
三

越
本
店
長
、
朝

香
さ
ん

アサヒ
ビール

限
定
品
好
調
、中
元
１１０
％
弱

日
本
橋
三
越
で
サ
ン
プ
リ
ン
グ

食
品
産
業

セ
ン
タ
ー

政
府
要
請
で
先
陣

税
別
維
持
へ
流
通
と
連
携
も

複
数
団
体
が
反
対
表
明
準
備

メメーーカカーーもも��ＮＮＯＯ��

１０６．８２，１３９１１，００７ペットフード

１０２．８５４，１３６３７４，５９７レトルト食品

９７．３４３，２８１３０６，２００飲料除く総合計

９５．７４８４，３０５２，９８２，９３９総合計

９９．７１１，９７３６１，８５５びん詰計

１０６．３５，０３４２９，３７８その他

９５．７６，２４１２６，９９０ジャム

８８．２６９８５，４８７のり

（びん詰）

９２．９１，６２１２９，７０９大缶計

９４．３１，０２４１９，２２０その他

１０１．６２８０６，３１０ジャム

６８．７９３１，７２４トマト

８５．８２２３２，４５６たけのこ

（大缶）

９７．２２９，６８７２１４，６３５飲料除く丸缶計

９５．６４７０，７１１２，８９１，３７４丸缶計

９５．５４４１，０２３２，６７６，７３９飲料缶

９５．３５，７２８４１，８２４調理・特殊缶

９６．１１，２７６６，０２９食肉缶

１００．４３，９８２３８，３５６野菜缶

１１５．８１７３３７ジャム

９７．２３，１９４２９，５２４果実缶

９７１５，４８９９８，５６６水産缶

（丸缶）

前年比（％）実箱（千箱）内容重量（ｔ）

１７年の缶詰・びん詰・レトルト食品生産量

一
般
食
料
缶
・
び
ん
詰
は

２.７
％
減
の
３０
万
６
千
ｔ

丸
缶
、３
千
万
箱
割
り
込
む
１７年缶びん詰
国内生 産 量
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